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熱中症事故の防止については、依然として学校の管理下における熱中症事

故は発生しており、生徒が死亡する事案も生じています。 

    熱中症は、活動前に適切な水分補給を行うとともに、必要に応じて水分や

塩分の補給ができる環境を整え、活動中や終了後にも適宜補給を行うこと等

の適切な措置を講ずれば十分防ぐことが可能です。また、熱中症の疑いのあ

る症状が見られた場合には、早期に水分・塩分補給、体温の冷却、病院への

搬送等適切な処置を行うことが必要です。 

    学校の管理下における熱中症事故は、ほとんどが体育・スポーツ活動によ

るものですが、運動部活動以外の部活動や、屋内での授業中においても発生

しており、また、暑くなり始めや急に暑くなる日等の体がまだ暑さに慣れて

いない時期、それほど高くない気温（25～30℃）でも湿度等その他の条件に

より発生していることを踏まえ、教育課程内外を問わずこの時期から熱中症

事故の防止のための適切な措置を講ずるようお願いします。 

    また、政府においては、平成 25年度から、熱中症搬送者数や死亡者数の

急増する 7月を「熱中症予防強化月間」と定め、国民や関係機関への周知等

を強化して、熱中症の発生を大幅に減らすよう熱中症予防の取組を推進して

いる他、各省庁も連携して熱中症の予防を推進しています。 

    各教育委員会等におかれては、「学校における体育活動中の事故防止のた

めの映像資料」（平成 26 年 3 月文部科学省）、「『体育活動における熱中

症予防』調査研究報告書」（平成 26 年 3 月独立行政法人日本スポーツ振興

センター）及び「熱中症環境保健マニュアル 2018」（平成 30年 3月改訂環

境省）、上記の暑さ指数を参考として、関係者に対して熱中症事故防止に必

要な事項の理解を徹底されるとともに、「熱中症予防強化月間」についても、

その趣旨を踏まえて熱中症予防に取り組むようお願いします。 


